
・ 職業訓練指導員免許を所持している方
・ 普通職業訓練の訓練指導を担当している方対象者

担当できる資格 ・ 職業訓練指導員免許（専門課程担当資格）

高度養成課程
職業能力開発研究学域

高度養成課程
専門課程担当者養成コース

本冊子の２ページで、
実際に高度職業訓練を
担当している皆さんの
声をご紹介しています。

コース修了後のキャリアコース修了後のキャリアコース修了後のキャリア

地域のニーズに応じながら、就職後必要となる知識や技能を教え、民間
企業の即戦力となる人材を育成します。

都道府県が運営する公共職業能力開発施設
●職業能力開発校　●職業能力開発短期大学校
●障害者職業能力開発校

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構
●ポリテクセンター　●職業能力開発大学校

・高卒者等・在職者教える主な対象者 ・高卒者等・在職者教える主な対象者

仕事に必要な高度で専門的な技能・技術・知識を備えた人材を育成し
ます。地域の企業と共同研究を行ったり、入試業務や広報業務に携わっ
たりすることもあります。

地域のニーズに応じながら、就職後必要となる知識や技能を教え、民間
企業の即戦力となる人材を育成します。

都道府県が運営する公共職業能力開発施設
●職業能力開発短期大学校

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構
●職業能力開発短期大学校　●職業能力開発大学校

・高卒者等・在職者教える主な対象者 ・高卒者等・在職者教える主な対象者

仕事に必要な高度で専門的な技能・技術・知識を備えた人材を育成し
ます。地域の企業と共同研究を行ったり、入試業務や広報業務に携わ
ったりすることもあります。
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テクノインストラクターとしての実践的な能力を養うと同時に、自身の研究テーマの追究を通して修
士相当の研究能力を育成します。
機械・電気・電子情報・建築の４分野の研究成果を生産現場に適用・展開していく際の応用技術を、
設計・加工・評価・環境のそれぞれの視点から研究します。

• 総合課程卒業者
• 応用課程修了者
• 学校教育法による大学（短期大学を除く）もしくは高等専門学校（専攻科）において専攻に
　関連する学科を卒業した者

対象者

取得できる資格

専攻 免許職種
機械専攻 機械科 （溶接科）（塑性加工科）（メカトロニクス科）（熱処理科） 
電気専攻 電気科 （電気工事科）（メカトロニクス科）（発変電科）（送配電科） 
電子情報専攻 電子科 （コンピュータ制御科）（情報処理科）（メカトロニクス科） 
建築専攻 建築科 （建設科）（防水科）（左官・タイル科）（配管科）（木工科） 

・ 修士（生産工学）
・ 職業訓練指導員免許（普通課程担当資格）
・ 職業訓練指導員免許（専門課程担当資格）

専攻と取得できる
職業訓練指導員免許
の免許職種

（　）内の免許職種は、以下の場合取得できます。
①当該免許職種に関する総合課程の専攻を卒業した場合
②応用課程、学校教育法による大学（短期大学を除く）もしくは高等専門学校（専攻科）において、当該免許職種に関する科目を修めて修了した場合

※学内論文審査及び修了後の（独）大学改革支援・学位授与機構による審査に合格する必要があります。

免許職種に係る
技術力・実践力を培う科目

専門課程担当資格の教科目

専門課程担当資格の教科目

OJT実習
（7月～9月）

OJT実習
（7月～9月）

OJT実習
（7月～9月）

OJT実習
（7月～9月）

OJT実習
（7月～9月）

普通課程担当資格の教科目

普通課程担当資格の教科目

職業能力開発研究学域の教科目（論文作成のための研究を含む）

職業能力開発研究学域の教科目（論文作成のための研究を含む）

職業能力開発研究学域の教科目（論文作成のための研究を含む）

職業能力開発総合大学校
（総合課程）卒業者

職業能力開発大学校
（応用課程）修了者

学校教育法による
大学（短期大学を除く）もしくは
高等専門学校（専攻科）に
おいて専攻に関連する学科を

卒業した者

４月～９月 10月～３月 ４月～９月 10月～３月

※OJT実習：「コース修了後のキャリア」に紹介されている施設にて実際に職業訓練の指導法を学ぶ授業のこと
※修了後、（独）大学改革支援・学位授与機構による審査に合格したのち、修士（生産工学）を取得できます。

１年目 2年目

専門課程担当資格の教科目

高度職業訓練（専門課程）の訓練指導を担当するために必要な指導技法を習得できるコースです。

※訓練科目の最新情報はホームページをご確認ください

能力開発学科

職業能力開発原理応用
キャリア・コンサルティング応用Ⅰ
キャリア・コンサルティング応用Ⅱ
コース開発法Ⅰ
コース開発法Ⅱ

能力開発実技

高度訓練実施実践
コーディネート実践
キャリア・コンサルティング実践Ⅰ
キャリア・コンサルティング実践Ⅱ
職業能力開発原理実践

■訓練科目の例

［訓練期間］6か月2年［訓練期間］

訓練内容

訓練内容

職業能力開発に対する総合的な視点を持ち、現状の職業能力開発を評価する力を習得します。 また、
専門分野の職業環境の現状を把握でき、求められる能力の特徴に応じた指導計画の立案や訓練を実
施する能力を習得します。 

<7～9月> 実習施設で、OJT実習※の指導計画や企業への訪問、相談者への支援方法を学び、実践的な知識・技術等
を習得します。 
※OJT実習：「コース修了後のキャリア」に紹介されている施設にて実際の職業訓練の指導のやり方を学ぶ授業のこと

職業能力開発指導力1

キャリア・コンサルティング力3

訓練コーディネート力2
人材ニーズの変化に応じた訓練コースの見直しや、新規コース開発のための調査分析について習得し
ます。 

企業や教育におけるキャリア支援体制やキャリア支援内容を理解し、指導業務に携わるうえでの心構
えや知識を習得します

■訓練スケジュール
<４～６月> 職業能力開発総合大学校で、以下の３つの能力を習得します。 

コース修了後のキャリアコース修了後のキャリアコース修了後のキャリア




